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山口県土木建築部技術管理課 
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１．   橋台たて壁の類似工事抽出例 

２． 橋台たて壁の資料作成例 

３． ボックスカルバート側壁の資料作成例 



１．橋台たて壁の類似工事抽出例 

①構造計算等で設定した条件および抽出条件 

2 

設計（対策前） 抽出条件 備　考

構造物 橋台 橋台

部位 たて壁 たて壁

施工時期 12月～2月 10月～5月

リフト高 2.5m 2.0ｍ～3.0m リフト割2.5m+2.5m＝5.0m

厚さ 1.7m 1.2m～2.2m

幅 8.2m 7.2m～9.2m

鉄筋比 0.15% 全て

補強材料 全て



ここをクリック 

データベース 

（コンクリート打設管理記録データ（山口県発注分）） 

「 山口県建設技術センターHP 」よりダウンロード 
http://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html 
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コンクリート打設管理記 

録はＰＤＦ形式で掲載 

○エクセルファイルになっています 

データベース  ・構造物の種類、寸法（高さ、幅） 

 ・材料（セメント種類、補強材料）、温度 

 ・最大ひび割れ幅 等 



フィルタ作業が可能 

 

橋台を選択 
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たて壁、たて壁①、 

たて壁②、たて壁③、 

たて壁④を選択 
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１～５月、 

10月～１２月を選択 



8 

リフト高 

２．０ｍ～３．０ｍの 

ものを選択 



9 

厚さ 

１．２ｍ～２．２ｍの 

ものを選択 



10 

幅（長さ） 

７．２ｍ～９．２ｍの 

ものを選択 



設定した条件での抽出完了 

11 

設計（対策前） 抽出条件 備　考

構造物 橋台 橋台

部位 たて壁 たて壁

施工時期 12月～2月 10月～5月

リフト高 2.5m 2.0ｍ～3.0m リフト割2.5m+2.5m＝5.0m

厚さ 1.7m 1.2m～2.2m

幅 8.2m 7.2m～9.2m

鉄筋比 0.15% 全て

補強材料 全て



２．橋台たて壁の資料作成例 
 （材料による抑制対策が必要な場合） 

資料（監督職員が事業主管課と協議する際の資料例） 
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① ひび割れ抑制対策協議資料（※1） 

 

② 図面（一般図、構造図、配筋図、かぶり詳細図）（※2） 

 

③ 工程表（コンクリート打込み時期が分かるもの）（※2） 

 

④ コンクリート打設管理記録の記録シート①②（※1） 

 

⑤ 類似事例一覧表（※3） 

 

 (※1)・・発注者が一部を記入して受注者に渡しますので、追加
記入してください。 

 (※2)・・依頼時における図面と工程表のデータを提供してくださ 

               い。（設計成果品の一部となるものであり、別途作成する必要はありません。） 

 (※3)・・発注者が作成します。 



○○土木建築事務所

工務○課○班　○○○○

受注者 （株）○○コンサルタント　または、　○○建設（株）

平成２５年度

業務名 単独道路改良工事第1工区

○○市○町

○○橋（○○○○○きょう）（仮称）

L=20.5m

プレテンションホロー桁橋

逆Ｔ式橋台

打込み時期・材料による対策の検討

鉄筋比
(%)

H(m) Ｔ(m) W(m)
打込み

時期

A1橋台たて壁① 0.09% 2.5 1.8 10.3 1月

A1橋台たて壁② 0.10% 2.5 1.8 10.3 1月

A1橋台胸壁 0.34% 1.3 0.7 10.3 2月

A2橋台たて壁① 0.10% 2.3 1.8 10.3 3月

A2橋台たて壁② 0.11% 2.2 1.8 10.3 3月

A2橋台胸壁 0.33% 1.3 0.7 10.3 4月

特記事項 　なし

補強鉄筋Ａ+Bを配置
対策後鉄筋比　0.31%

補強鉄筋Ａ+Bを配置
対策後鉄筋比　0.30%

補強鉄筋Ｂを配置
対策後鉄筋比　0.52%

補強鉄筋Ａ+Bを配置
対策後鉄筋比　0.30%

補強鉄筋Ａ+Bを配置
対策後鉄筋比　0.32%

補強鉄筋Ｂを配置
対策後鉄筋比　0.51%

橋長

上部工形式

下部工形式

対策箇所

対策実施前

抑制対策案

ひび割れ抑制対策協議資料

発注機関

監督職員

発注年度

事業箇所

構造物名

①ひび割れ抑制対策協議資料 

　○材料によるひび割れ抑制対策

　　　

配筋に関する考え方および横断図は以下のとおり。

効果の大きいタイプＡを選択

タイプＡのみでは鉄筋比０．３％を満足できない場合、タイプＢも追加

タイプＡ＋タイプＢでも鉄筋比０．３％を満足できない場合、配力筋の径を変更

タイプA+Bで目標とする鉄筋比に達したので、タイプA+Bを採用する。

鉄筋比計算表

　山口県技術管理課公開の「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策資料」に記載された下表によ
り、補強鉄筋の追加による抑制対策を実施する。

表３．１．４　材料等による有効な抑制対策一覧（「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策資料」Ｐ３－２より抜粋）

構造物（部位） 抑制対策 備　考

ボックスカルバート 誘発目地の設置
　・打設温度が低い時期　：5.0m程度

　・その他の時期　　　　　 ：3.5m程度

橋台胸壁
補強鉄筋の追加 　鉄筋比0.5％程度

膨張材の使用 　補強鉄筋の配置が困難な場合

橋台たて壁 補強鉄筋の追加 　鉄筋比0.3％程度

全構造物 養生方法の工夫実施

１．

２．

３．

○は配力筋　Ｄ１３　１４本

　　　　　　　 　Ｄ１６　８本

　（１２６．７×１４＋１９８．６×８）／（１９４８×１４００）＝０．００１２（０．１２％）

○は配力筋　Ｄ１６　２２本

●は補強筋　Ｄ１６　１９本

　（１９８．６×４１）／（１９４８×１４００）＝０．００３０（０．３０％）
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設計段階【発注者記入】 
 
着色セル（橙色部分）に
ついて発注者が記入し
て、設計者に渡す 

設計段階【設
計者が図面を
添付する】 
 

設計段階【発注者記入】 
 
着色セル（橙色部分）に
ついて発注者が記入し
て、設計者に渡す 

設計段階 
【設計者が図面を添付する】 
 

設計段階【発注者記入】 
枠内について発注者が
記入して、設計者に渡す 



②図面（一般図、構造図、配筋図、かぶり詳細図） 

○○ 

○○ 

○  ○ 
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③工程表（コンクリート打ち込み時期が分かるもの） 

4月

10 20

計  画  工  程  表

10

1月11月

10 20

2月12月 3月

10

　準備工

10月

2010 2020

　ブロック積工

20 工      種 10 1020

　片付け

　土工

  A1橋台工

月
日

計　画　工　程　表

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

A1橋台

A2橋台

コンクリート打込み

1年目 ２年目

15 

（例１） 

（例２） 



④コンクリート打設管理記録の記録シート①② 
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記録シート②

○基本情報

～

工区

○コンクリート

N/mm2 cm mm

% kg/m3

cm cm cm

% % %

kg/m3 kg/m3 kg/m3 kg/m3以下

℃ ℃ ℃

℃ ℃ ℃

N/mm2 N/mm2 N/mm2

N/mm2 N/mm2 N/mm2

○運搬・打込み・締固め

分 分 分/台

m 台

m m3 m/h

台 人 台

人

○コンクリート温度履歴

℃ ℃ ℃

時間後

○養生

日

日

養生方法
型枠面

打込み面

養生（湿潤状態）期間

初期温度 最高温度 温度上昇量

最高温度に到達した時間

脱枠日 残置期間

打込み量 打込み速度

締固め
ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ台数 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ人数 ﾊﾞｲﾌﾞﾚｰﾀ予備

ホース筒先

ポンプ圧送距離 ポンプ車台数

打込み
開始時刻 終了時刻

リフト高

型枠種類 下側ﾘﾌﾄ打継目処理

運搬
現場までの運搬時間 現場待機時間 荷卸し時間

現場内運搬方法

打込み日 天気 下側ﾘﾌﾄ打込み日

品
質
管
理
試
験

7日強度

28日強度

ｺﾝｸﾘｰﾄ温度

打込み時外気温

空気量

塩化物イオン量

試料採取時期 打込み開始時 150m
3
打込み時又は午後 300m3打込み時 試験許容値

スランプ

混和剤 混和材

生コン工場

材
料
・
配
合

呼び強度 スランプ 骨材最大寸法

水セメント比 単位ｾﾒﾝﾄ量

セメント種類 セメント会社

工事名 道路改良工事

構造物名 ○○橋

構造物詳細 A1橋台 リフト名 第2リフト

コンクリート打込み管理表

路線・河川・地区等 山口宇部線 工期

記録シート①

○基本情報

～

工区

緯度 経度

○構造 ○ひび割れ抑制対策

補強鉄筋

D19 @125

1 段

○寸法

2.20 m 0.11 %

10.10 m 0.30 %

○配筋 m

前面 D29 @125 kg/m3

背面 D29 @125

前面 D19 @125

背面 D19 @125

リフト図

発注者(事務所名) 防府土木建築事務所 受注者

路線・河川・地区等 山口宇部線 工期

工事名 道路改良工事

施工場所 山口市○○ 34度42分22秒 136度55分42秒

構造物名 ○○橋

構造物詳細 A1橋台 リフト名 第2リフト

打込みリフト図

構造物種類 橋台 タイプA

構造形式 RC構造 配筋状況（タイプA）

打込み部位 たて壁 タイプA段数

配筋状況（タイプB)

厚さ 鉄筋比（発注時）

長さ（幅） 鉄筋比（実施）

誘発目地間隔

主鉄筋
膨張材

その他の対策

配力筋

設計純かぶり 4cm以上

備考

正面図 側面図

設計段階

着色セル（黄色部分）について設
計者が記入して、設計成果品として
納入する。

設計段階

着色セル（橙色部分）について発
注者が記入して、設計者に渡す。

設計段階

着色セル（黄色部分）について設
計者が記入して、設計成果品として
納入する。

設計段階

着色セル（橙色部分）について発
注者が記入して、設計者に渡す。

設計段階

リフト図について設計者が貼付し
て、設計成果品として納入する。



実施
(参考)
補強検
討前

周南土木建築事務所 高瀬第4橋 A2橋台 10月 RC 橋台 たて壁③ 2.9 1.6 9.5 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- --- --- 31.1 24.0 62.0 0.15 H18-A-002-04 H19.12

山口土木建築事務所 四十八瀬川橋 A1橋台 3月 RC 橋台 たて壁① 2.7 2.1 10.1 － 高炉B種 AE減水剤 --- アラミド 0.05 --- 35.4 13.0 60.5 0.35 H18-A-007-02 H19.12

岩国土木建築事務所 第２赤谷橋（仮称） A2橋台 12月 RC 橋台 たて壁② 2.1 1.3 8.6 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.24 --- 32.0 15.0 47.7 0.06 H19-A-001-03 H20.6

宇部土木建築事務所 持世寺橋 A1橋台 2月 RC 橋台 たて壁① 2.3 2.0 11.8 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.08 --- 38.4 10.0 50.9 0.00 H19-A-008-02 H20.10

宇部土木建築事務所 持世寺橋 A1橋台 3月 RC 橋台 たて壁② 2.9 2.0 11.8 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.08 --- 36.0 15.0 53.6 0.00 H19-A-008-03 H20.10

萩土木建築事務所 黒川橋 A2橋台 3月 RC 橋台 たて壁 2.5 1.3 8.2 － 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A+B 0.27 0.08 30.3 14.4 49.4 0.15 H19-A-012-01 H20.10

山口土木建築事務所 神泉堤橋 A1橋台 1月 RC 橋台 たて壁① 2.7 2.5 10.4 － 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A+B 0.30 0.08 36.5 10.0 50.2 0.20 H19-A-018-02 H21.4

山口土木建築事務所 神泉堤橋 A1橋台 2月 RC 橋台 たて壁② 2.7 2.5 10.4 － 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A+B 0.26 0.08 35.5 10.0 50.1 0.00 H19-A-018-03 H21.4

岩国土木建築事務所 第２赤谷橋 A1橋台 2月 RC 橋台 たて壁① 2.7 1.3 8.7 － 高炉B種 --- --- 補強鉄筋A 0.30 0.12 31.9 9.0 － 0.00 H20-A-002-02 H22.2

山口土木建築事務所 御局橋 A1橋台 4月 RC 橋台 たて壁 2.0 1.3 8.2 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.08 --- 35.1 17.0 － 0.00 H19-A-031-02 H22.2

山口土木建築事務所 御局橋 A2橋台 11月 RC 橋台 たて壁 2.0 1.3 8.2 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.08 --- 34.8 15.0 － 0.00 H19-A-032-02 H22.2

萩土木建築事務所 北畑川橋 A1橋台 1月 RC 橋台 たて壁① 2.7 1.3 8.5 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.10 --- 32.6 14.0 42.6 0.00 H20-A-011-02 H22.2

萩土木建築事務所 北畑川橋 A1橋台 1月 RC 橋台 たて壁② 2.4 1.3 8.5 － 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.10 --- 31.9 14.0 － 0.00 H20-A-011-03 H22.2

山口土木建築事務所 鍛冶畑川高架橋 A2橋台 10月 RC 橋台 たて壁① 2.7 2.0 10.05 － 低発 --- --- --- --- --- --- --- --- 0.4 H17-A-801-03
H22.7

H22.12修正
山口土木建築事務所 鍛冶畑川高架橋 A2橋台 11月 RC 橋台 たて壁② 2.4 2.0 10.05 － 低発 --- --- --- --- --- --- --- --- - H17-A-801-04 H22.7

防府土木建築事務所 朝田IC　Bランプ橋 橋台A1 3月 RC 橋台 たて壁① 2.7 1.7 8.3 --- 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A 0.2 --- 35.7 15.0 54.2 0.06 H21-A-004-02 H23.10

防府土木建築事務所 朝田IC　Bランプ橋 橋台A1 3月 RC 橋台 たて壁② 2.7 1.7 8.3 --- 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A 0.21 --- 33.9 10.0 50 0.00 H21-A-004-03 H23.10

防府土木建築事務所 朝田IC　Bランプ橋 橋台A2 4月 RC 橋台 たて壁 2.7 1.7 8 --- 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A 0.2 --- 32.0 16.0 55.9 0.04 H21-A-005-03 H23.10

岩国土木建築事務所 欽明路2号橋 A1橋台 11月 RC 橋台 たて壁① 2.7 1.3 10.6 --- 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.05 --- 32.5 7.0 42.2 0.50 H21-A-006-02 H23.10

防府土木建築事務所 ４号橋 A2橋台 11月 RC 橋台 たて壁 2.3 1.6 9.2 --- 高炉B種 AE減水剤 --- --- 0.1 --- 35.3 18.0 56.5 0.00 H22-A-003-02 H24.3

防府土木建築事務所 第二千歳橋 A1橋台 1月 RC 橋台 たて壁 2.1 1.3 8.2 --- 高炉B種 AE減水剤 --- 補強鉄筋A 0.31 --- 35.4 7.0 36.2 0.00 H22-A-006-02 H24.11

コンクリート

セメント
種類

混和剤 混和材 補強材料構造物 構造物種類箇所 部位
リフト高
(m)

厚さ(m)
幅

(長さ）
(m)

誘発
目地間隔
(m)

打設温度
(℃)

最高温度
(℃)

鉄筋比(%)

試験強度
(N/㎟)

コンクリート打設管理記録検索システム

事務所

構造物名

打設
時期

構造 材料寸法

最大
ひび割れ幅
(mm)

整理番号
(番号をクリック
すると詳細を確
認できます。)

HP掲載年月

有害なひび割れ（Ｗ＝０．１５）発生例あり
寸法が類似した施工例を抜粋

・施工例が少ない場合、抽出条件

を変更して、再抽出する。

Ａ１橋台（たて壁①、②）

【計画条件】

橋台たて壁 H=2.5m T=1.8m W=10.3m 打設時期1月

【抽出条件】

構造物：橋台

部位：たて壁

リフト高さ： 2.0m≦ H ≦ 3.0m

厚さ： 1.0m≦ T ≦2.5m

幅： 8.0m≦ W ≦12.0m

打設時期： １０月～５月

「データベースから抽出した類似施工事例」

・・・沈下ひび割れ以外の、ひび割

れの幅は、0.10mm以下

・・・有害なひび割れが発生

☆・・・ひび割れの種類不明

⑤類似事例一覧表 
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使用した条件 



３．ボックスカルバート側壁の資料作成例 
 （材料による抑制対策が必要な場合） 
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資料（監督職員が事業主管課と協議する際の資料例） 

① ひび割れ抑制対策協議資料（※1） 

 

② 図面（一般図、構造図、配筋図、かぶり詳細図）（※2） 

 

③ 工程表（コンクリート打込み時期が分かるもの）（※2） 

 

④ コンクリート打設管理記録の記録シート①②（※1） 

 

⑤ 類似事例一覧表（※3） 

 

 (※1)・・発注者が一部を記入して受注者に渡しますので、追加
記入してください。 

 (※2)・・依頼時における図面と工程表のデータを提供してくださ 

               い。（設計成果品の一部となるものであり、別途作成する必要はありません。） 

 (※3)・・発注者が作成します。 



①ひび割れ抑制対策協議資料 
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○○土木建築事務所

工務○課○班　○○○○

受注者 （株）○○コンサルタント　または、　○○建設（株）

平成２５年度

業務名 単独道路改良工事第1工区

○○市○町

○号ボックスカルバート（仮称）

12.0m＋10.0ｍ

内空高＝4.7m、内空幅3.0ｍ

打込み時期・材料による対策の検討

高さ(m) 延長(m)
部材厚

(m)
打込み

時期

1号ボックス側壁
（①ブロック）

5.4 12.0 0.6 11月

1号ボックス側壁
（②ブロック）

5.4 10.0 0.6 12月

ひび割れ抑制対策協議資料

発注機関

監督職員

発注年度

事業箇所

構造物名

延長

構造物概要

対策箇所

対策実施前

抑制対策案

特記事項 　なし

誘発目地設置
4.0+4.0+4.0

誘発目地設置
5.0+5..0

設計段階【発注者記入】 
 
着色セル（橙色部分）に
ついて発注者が記入し
て、設計者に渡す 

設計段階【発注者記入】 
 
着色セル（橙色部分）に
ついて発注者が記入し
て、設計者に渡す 

　○誘発目地によるひび割れ抑制対策

　　　

誘発目地に関する考え方および横断図は以下のとおり。

施工時期・・・・１１月及び１２月

コンクリート打ち込み温度が高くないことから、誘発目地間隔を5m以下とする

【①ブロック】 Ｌ＝１２．０ｍ　誘発目地間隔　４．０ｍ　―　４．０ｍ　―　４．０ｍ

【②ブロック】 Ｌ＝１０．０ｍ　誘発目地間隔　５．０ｍ　―　５．０ｍ

①ブロック　12.0ｍ ②ブロック　10.0ｍ

4.0ｍ 4.0ｍ 4.0ｍ 5.0m 5.0m

誘発目地 誘発目地

１．

２．

橋台たて壁 補強鉄筋の追加 　鉄筋比0.3％程度

全構造物 養生方法の工夫実施

ボックスカルバート 誘発目地の設置
　・打設温度が低い時期　：5.0m程度

　・その他の時期　　　　　 ：3.5m程度

橋台胸壁
補強鉄筋の追加 　鉄筋比0.5％程度

膨張材の使用 　補強鉄筋の配置が困難な場合

　山口県技術管理課公開の「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策資料」に記載された下表によ
り、誘発目地による抑制対策を実施する。

表３．１．４　材料等による有効な抑制対策一覧（「コンクリート構造物ひび割れ抑制対策資料」Ｐ３－２より抜粋）

構造物（部位） 抑制対策 備　考

誘発目地

設計段階【設計者が図面を
添付する】 
 

設計段階【発注者記入】 
枠内について発注者が
記入して、設計者に渡す 



○ 参 考 

20 

○対策資料             

○コンクリート打設管理記録  

○施工状況把握チェックシート 
「山口県技術管理HP～コンクリートのひび割れ抑制対策～」よりダウンロード 

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a18000/hibiware/hibiwareyokusei.html 

 

○データベース 
「山口県建設技術センターHP～コンクリート構造物ひび割れ抑制対策～」よりダウンロード 

http://www.yama-ctc.or.jp/data/index.html 


